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緒 言

急 性 肺 炎 二於 ケ ル疫 學 的 拉 二治 療 的 方面 ハ肺 炎

隻 球 菌 ノ菌 型 分 類 二關 ス ル研 究 二依 リテ劃 期 的

躍 進 テ途 ゲ タ リ ト謂 フ ラ得 ベ シ。

肺 炎隻 球 菌 ノ菌 型 分 類 ハNeufeldu.且aende1(1〕

ガ急 性 肺 炎 二 封 スル 血 清 療 法 研 究 ノ 途次 、 偶

肺 炎隻 球 菌 免 疫 血 清 ノ 「マ ウス」二 封 ス ル 感 染

死 防 禦 交 叉試 験 二際 シテtypisch及atypisch

テ匹 別 シ、 一一方 之 トハ無 關 係 二Cole及 其 協 同

研 究 者 ナ ルDochez,Avery,Chickering等(幻

バ ロックフヱラー 研 究 所 二於 テ第1型 ヨ リ 第IV

型 二至 ル4型 テ分 類 シ、第IV型 肺 炎 隻 球 菌 ハ免

疫 學 的 二軍 一 ナ ラザ ル多 撒 ノ菌 株 テ縮括 セル モ

ノ トシ、Grifnthハ 之 テIV型 群 ト構 セ シモ近

來 國 際 聯 盟 衛 生部 ノ規 約 二殊 リテx群 ト呼 構 セ

ラル ・二至 レ リ。 而 シテ急 性 肺 炎 二於 ケ ル肺 炎

隻 球 菌 ノ菌 型 分 怖 二就 テ報 告 セ シバDochez&

Gillespiel3}ニ シテ以 テ噛 矢 トナ ス。

近 時Cooper等13ガ 凝 集反 慮 及 免 疫 血 清 ノ「マ

ウス」二封 スル感 染 死 防禦 交 叉試 験 二 依 リテx

群 テ第IV型 ヨ リ第 】㏄X皿型 ノ29菌 株 二分 類 セ

リ。

欧 米 諸 國 二於 テ ハ急 性 肺 炎 二於 ケ ル肺 炎隻 球 菌

ノ菌 型 分 怖 二關 スル統 計 報 告 ハ枚 基 二逞 ア ラザ

ル モ、蘇 ツテ本 邦 二於 テ ハ之 二關 スル文 獣 テ渉

猟 ス ル ニ甚 蓼 々 タ ル感 ア リ。 偶 散 見 スル モ少 撒

例 二就 テ ノ報 告 二止 ドマ ル ノ ミニ シテ軍 二 奥村

氏{6吸 長 谷 川 氏 等 ωノ報 告 二於 テ 稽 多 敷 例 二就

テ ノ統 計 的 観 察 テ観 ル ニ過 ギ ザ ル ナ リ。
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余 ハ昭和6年4月 以降圭 トシテ今村内科教室二

於ケル入院患者及大阪市内ノ病馨院 ヨリ蒐集 セ

シ急性肺炎患者164例 ノ喀疲二就テ細菌學的検

査 テ行 ヒ、併セテ分離培養 シ得 タル肺炎隻球菌
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第一章 急性肺炎患者喀疾ノ細菌學的検査

第 一節 槍 査材料 拉 二槍 査 方法

急性肺炎患者 テシテ咳漱 ト共 二喀出セシメタル

喀疾 テ滅菌「シャー レ」二探取 シ、可及的迅速 二検

査 二供 セリ。即喀疾 ハ約10c・qノ滅菌生理的食盤

水或ハ中性「プィヨン」テ充 タセル中試験管内二

移 シ試験管 テ替エテ振盈洗條 スルコ ト撒同、之

二依 リテ喀疾 テ被覆 セル上氣道或ハロ腔 二由來

スル分泌物 テ可及的除去 シタル後、其粘液膿檬

部等 ヨ リー白金耳テ探 リテ血液寒天李盤培地

(家兎血液 テ使用 セリ)2枚 以上二塗抹培養テ行

ヒ、併 セテ載物硝子数枚 二塗抹標木テ作製 シテ

グラム染色 英膜染色及必要二慮 ジテチール・ネ

ールゼン、ギームザ染色等 テ施 セリ。

試験管内ノ残絵 ノ喀疾 ハ之 テ強 ク振盗 シテ「エ

ムルジオン」トナシ其約0.5c.aテ10--159.ノ 「マ

ウス」2匹 以上 ノ腹腔内二接種 セリ。

接種 「マウス」ノ発死 セシモノハ直 チニ無菌的操

作 ノモ トニ胸腔 テ開キテ心臓 テ露出セシメ、滅

菌毛細硝子管 テ以 テ心血テ吸引 シテ之 ノ培養拉

二塗抹標本二就 テノ顯微鏡的検査 テ施行 マリ。

斯 クノ如 クニシテー李盤培地 ヨリ数個 ノ菌聚落

テ釣菌 シテ個々 ノ聚落ヨリ血液寒天 ノ斜面培地

二純培養 テ行 ヒ、各菌株二就テ培養性状、検鏡

性状、膿汁溶解性、 「イヌリン」分解性等 テ検 シ

テ菌種 テ決定 シ、得 タル肺炎蔓球菌二就 テハ分

離後人工培養 ノ世代尚新 シキモノニ就テトマウ

ス」ノ腹腔内接種 二依ル最小致死量(M.L.D.)

テ測定 セリ。

肺炎愛球菌 ノ型別(typing)一 關 シテ ハ血i青

療法施行 ノ必要 二基 キ テ早期診断 二簡便ナル

Sabin(10),Armstrong(11)及Sabin(12)等 ノ報告 セ

シ迅速型別法 アルモ、余 ハ肺炎愛球菌 ノ純培養

テ得 タル後試験管内凝集反慮二依 リテ型別 テ行

ピタリ。

凝集反慮二用 ヒタル免疫血清 ハCooper女 史

ヨリ分譲 セラレシ肺炎婁球菌第1型 ヨリ第XXX皿

型 二至ル各型家兎冤疫血清及傳染病研究所製造

ノ第1型 、第ll型 及第皿型 ノ各型家兎免疫血清

ナリ。

第 二節 検査 成績

第一項 急性肺炎二於ケル出現細菌

臨沐的二確實 二急性肺炎ナ リト診断 セラレタル

患者164例 ノ瑳病早期 ノ喀疾 ヨ リ直接培養及

「マウス」通過二依 リテ分離培養 セシ菌種及患者

死亡撒 テ示 セバ第1表 ノ如 シ。

第1表 急性肺炎二於ケ)v出現細菌

虹二患者死亡撒

菌
種

検
査
数

肺 炎墜
球菌

肺 炎些隊
菌及

プァイ

フ ヱル

プ ァ イ 1
葡萄蝿 雛

フ ヱ ノレ

氏 菌

}

球 菌球 菌
氏 菌

164
150

(91.4%)
3 5 3 3

死 亡 数
164:48

(28.2%)

41
(23.7%)

2 3 0 2

之r隊 レバ肺 炎隻 球 菌 ノ 検 出傘 ハ164例 中150

例 即91.4%ニ シ テ最 モ高 卒 ナ リ。

プ フイ フ ェル 氏 「イ ン フル エ ンザ」菌 即Hemo-

philusinfluenzae(以 下ご 氏 菌 ト略 ス)ラ 検 出 セ

シ8例 ハ昭 和8年 冬季 、大 阪 地 方 二襲 來 セ ル 「i

ン フル エ ンザ ・エ ピデ ミー」ノ際 二遭 遇 セ シ急性

肺 炎 ノ症 例 ニ シテ、 喀 疾 ノ直接 培 養 ニ テ プ氏菌

テ殆 ン ド純 培 養 ノ状 態 二於 テ 検 出 セ シモ!ハ

「マ ウ ス」通 過 二依 リテ其 心血 ヨ リ之 テ謹 明 セル

ト否 トテ問 ハ ズZ二氏 菌 検 出 ノ項 二加 算 セ リ。 又

「マ ウ ス」通 過 二依 リテ其 心 血 ヨ リ肺 炎隻 球 菌 ト
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プ氏菌 トラ讃 明 セ ル モ ノ及 喀 疾 ノ直 接培 養 上 肺

炎隻 球 菌 トプ氏菌 トテ共 二謹 明 セ ル モ 「マ ウ ス」

通 過 二依 リテ其 心血 ヨ リハ肺 炎愛 球菌 ノ ミテ検

出 シ得 タル症 例 トハ之 テ肺 炎愛 球 菌及 プ氏 菌検

出 ノ項 二加 ヘ タ リ.

其 他 、 葡 萄 歌 球 菌 及 溶 血 性 連 鋤 犬球 菌 テ検 出 セ

シモ ノ各3例 ア リ。 而 シテ余 ノ検 査 二供 セ シ急

性 肺 炎164例 ノ総 死 亡 率 ハ28.2%ニ シテ肺 炎

隻 球 菌 二因 ル モ ノハ150例 中41例(23.7%)、

肺 炎愛 球 菌 トプ氏 菌 ト ノ混 合 感 染 二因 ル モ ノハ

3例 中2例 、 プ氏菌 二因 ルモ ノハ5例 中3例 、

葡 萄状 疎菌 二因 ル モ ノハ3例 中零 、 爾 溶 血 性 連

鎖 状 球菌 二因 ル モ ノハ3例 中2例 ノ死 亡 敷 テ算

セ リ。

肺炎饗球菌 ガ急性肺炎ノ病原菌 トシテ圭要ナル

第2表

役 目 テ演 ズ ル コ トハ隊 米 ノ報 告 二之 テ徴 スル モ

明 白 ナル事 實 ニ シテ、 肺 炎 髪 昧 菌 テ以 テ病 原 菌

トナ ス急 性 肺 炎 ハAvery等(2)ハ529例 中454

例(85.8%)、Hintze「13)ハ134例 中117例(87.4

%)、Cecil等(14)ハ2000例 中1913例(95.6%)、

Viktorow等(15)ハ49ユ 例 中473例(96.34%)ノ

検 出卒 テ掲 ゲ タ リ。

余 ノ得 タル成 績 モ亦 是 等 ト略 一致 セ リ。・

第 二 項 急 性 肺 炎 二於 ケ ル肺 炎墜 球 菌

(1)肺 炎愛 球 菌 ノ菌 型 ト死 亡 率

トノ關 係

急 性 肺 炎 患 者 ノ喀 疾 ヨ リ直 接 培 養 及 「マ ウ ス」通

過 二依 リテ分離 培 養 シ得 タル肺 炎愛 球 菌150株

二就 テ試 験 管 内凝集 反慮 二依 リテ其 型 別 テ行 ヘ

バ第2表 二示 スガ如 シ.

急性肺 炎二於 ケ ル肺 炎些球 菌 ノ菌型 ト死 亡拳 トノ關係

訳 1 H 皿 x群 IV V VI IX X X田

l

XVIXV皿1 XXI

150
73

48.9%
45

30.0%
8

5.3%
24

16.0%
9 2 3 2 1 2 1 3 1

死 亡例
41

23.7%

18

24.7%

11

24.4ク6

5

62.5%

7

29.1%

2 1 2 一 一 1 一 1 一

闘

j郎
、 第1型73株(48.9%)、 第ll型45株(30.0

%)、 第 皿型8株(5.3%)及x群24株(16.0%)

テ算 シ、fixeTypen二 因 ル モ ノハ150例 中126

例 ニ シテ84.0%ノ 多数 ナ リ。 而 シ テx群 テ

Cooper等lllノ 分 類 二從 ヒテ型 別 テ行 ヘ バ表 中

二示 スガ如 キ成 績 ラ得 タ リ
。

尚、Gundel等(16)ノ 既 二報 告 セ シガ加 ク喀 疾 ノ

直接 培 養 法 二依 レバ ー李 盤 培 地 上 二肺 炎蔓 球 菌

ノ異 種 菌 型 ノモ ノテ混 合 培 養 スル コ トア リ。帥 、

一李 盤 培 地 上 二登 育 セ シ肺 炎墜 球 菌 ノ聚 落 数 個

ヨ リ個 々 ノ純培 養 ヲ行 ヒ、 得 タル各 菌 株 二就 テ

凝 集 反 磨1テ行 ヒ タル成 績 二嫁 レバ菌 型 テ異 一…ス

ル肺 炎墜 球 菌 ノ混 合 セ ル モ ノハ9例 ニ シテ
、 之

テ詳 記 ス レバ第1型 トx群 トノ混 合 セ ル モ ノ4

例 、 第 皿型 トx群 ト ノ混 合 セル モ ノ2例 、 第1

型 ト第 皿型 トノ混 合 セ ル モ ノ2例 、 第1型 及 第

'll型 室x群 トノ混 合 セ
ル モ ノ1例 ナ リ.然 レ ド

モ是 等 ノ症 例 二於 テ モ喀 疾 ノ「マ ウ ス」通 過 二依

リテ得 タ ル肺 炎 墜 球 菌 ノ菌 殊 ハGundel等1η ノ

實 験 成績 二於 ケ ル ガ如 ク余 ノ場 合 二於 テ モ毎 常

同 一菌 型 ノ菌 株 テ得 、 異種 菌 型 テ混 合 培 養 セル

モ ノテ観 ザ リ シナ リ。

本 表 二於 テ示 ス塵 ノモ ノハ 「マ ウ ス」通 過 二依 リ

テ肺 炎墜 球 菌 テ分 離 培 養 シ得 タル症 例 ニ ア リテ

ハ該 菌 株 テ以 テ病 原 菌 ト看 倣 シ、 喀 疲 ノ直接 培

養 ヨ リ得 タ ル 成 績 ハ 之 テ算 入 セザ リ シモ ノナ

リ。

最 近Gunde1(18)ハ 且eidelberg二 於 ケ ル急ll生肺

炎137例 二就 テ 肺 炎墜 球 菌 ノ型 別 テ行 ヒ、 第1

型70・8%、 第ll型23.4%、 第 皿型5.8%、x

群 零 ナ ル成 績 テ示 シ、 肺 炎墜 球 菌 テ以 テ病 原 菌

トナ ス急 性 肺 炎 即墜 球 菌 性 肺 炎 二 於 テ ハfixe

Typenテ 以 テ病 原 菌 ト看 倣 スベ キ ニ シテx群

ハ本 病 二關 與 スル コ ト無 ク圭 トシテ氣 管 枝 肺 炎
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及氣管枝炎二於テ或ハ上氣道 二介在 スル常在細

菌 トシテ検出セラル ・モ ノナリト述ベタリ。

欧米二於ケル蔓球菌性肺炎 ノ型別二關 スル統計

報告ハ今村教授揚ノ詳細二報告 セ ラ レ シ庭 ナ

リ。

術 、 菌 型 ト患 者死 亡卒 ト ノ關 係 ラ観 ル ニ、 第1

型24.7%、 第 皿型24.4%ニ シテ第 皿型 ハ少 撒

例 ナル モ62.5%テ 算 シテ最 モ高 卒 ヲ示 シ、x群

二 因 ル モ ノハ29.1%ナ リ.而 シテx群 二属 ス

ル各 型 肺 炎 ノ死 亡 率 二就 テハ 個 々 ノ例 撒 紗 キ ガ

故 二之 テ識 ル コ ト困難 ナ リ。

欧 米 二於 ケ ル隻 球 菌 性肺 炎 ノ型 別 死 亡 統 計({暑1二

縁 リテ モ第 皿型 二因 ル モ ノハ概 シテ著 シ ク高 キ

死 亡 卒 テ示 セ リ。

(皿)肺 炎墜 球 菌 ノ菌 型 ト毒 力 トノ關 係

第3表

肺 炎隻 球 菌 ノ各 型 菌 株 二就 テ患 者 ヨ リ分 離 後 、

人 工培 養 ノ世 代 省新 シキ モ ノ ・血 液 寒 天 斜 面 培

地24時 間培 養 ヨ リ白金 耳 ラ以 テ菌 聚 落 テ掻 キ探

リ滅 菌 細 試 験 管 内 二集 メ テ之 ラTorsionswage

ニ テ秤 量 シ0.5c.c.:1.Omg.菌 量 ノ「ブ イ ヨ ン・エ

ム ル ジ オ ン」トナ シ、10倍 稀 繹 法 二依 リテ各 種

稀 繹菌 液 テ作 製 セ リ。 而 シテ各 菌 液0・50aラ10

-159 .ノ 「マ ウ ス」各2匹 宛 ノ腹 腔 内 二接 種 シ48

時 間 以 内 二艶 死 セ シ モ ノニ就 テ其 心 血 ヨ リ培 養

テ行 ヒ、 肺 炎蔓 球 菌 陽 性 ナ リ シモ ノ・最 小菌 量

テ以 テM.L.D.ト セ リ。

爾 、菌 量1.Omg.テ 以 テ48時 間 以 内 二 「マ ウ スJ

ラ発 死 セ シメ得 ザ リ シモ ノハ毒 力 ラ有 サ"ル モ

ノ ト看 徴 シタ リ。

之 二依 リテ得 タル成 績 テ示 セバ 第3表 ノ如 シ。

肺 炎些球菌 ノ菌型 ト毒カ トノ關係

蠣警1
H 皿x群IV▽VIIX XX皿XVX▽ 皿XXI

10-52 一

3

一 一 一 一 一 一1一 一 一 一 一

10-413 1 一 一 一 一 ゴ ー
一 一 一 一 一

1(》-31217 4 2 1 一 一
5-1一 1 一

一 一 一
一

一 一

1(》-223[5 1 3 一i1 一
ト

ー!1 一 1 一

10一114 13 1 5 3 1 一 一i一 一 一 1 一

0.52 4 一 2 1 一 1 一 一 一 一 一 一

1.03 2 1 3 2 一 一 一 一 一 1 一 一

無 毒411 一 9 2 一 2 21一 1 一 1 1

計173145 8 24 9 2 31211 2 1 3 1

即 、 第1型 ニ ア リテ ハ 「マ ゥ ス」二封 スルM.L.

D。10一Zmg.ノ モ ノ23株 ニ シテ多 数 テ占 メ毒

力 最 モ 張 キモ ノハ10軸5mg.ニ シテ2株 テ得 タ

リΩ

第 皿型 ニ ア リテハM.LD.10-;'mg.及10-'mg.

ノモ ノ最 モ多 シ。 而 シテ第 皿型 ハ菌 株 少 数 ナ ル

モ概 シテ毒 力 張 久x群 二於 テハ本 型 菌 二比 シ

テ毒 力 弱 キ モ ノ多 撒 ニ シ テ「マ ウス」二封 シテ無

毒 ノモ ノ9株 テ算 セ リ。 尚,x群 二属 ス ル各 型

菌 株 ノ毒 力 ハ表 二於 テ観 ル ガ如 シ。

肺 炎塑 球 菌 ノ「マ ウ ス」二封 スル 毒 力 ト肺 炎 患 者.

ノ死 亡例 拉 二治 癒 例 ト ノ關 係 テ比較 ス レバ第4

表(A)及(B)二 於 テ示 ス ガ如 シ。

第4表(A)肺 炎些 球菌 ノ菌型虹 二

毒 力 ト死 亡例 トノ關係

菌 型

M.LD.

(mg.)

1 ∬ 皿 x群

10-5 21一 一 1
■國_

10-4 3 2 コ
ー 曾噌一

3

一

1C-3 3

一
4 2

10-2 6 3 1-12
10-1 3 2巨[
0.5 1 一 一11

1.0 一 一 一 一

無 毒 一 一 一 1

計 18 11 5 7
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第4表(B)肺 炎隻球菌 ノ菌型 並 二

毒 力 ト治癒 例 トノ關係

菌型

M.LD.

(m&)

10-5

10-4

10-3

10-2

10-1

0.5

1.0 『　

無 毒
　 一 一 一 一一

計

1

10
至

17
一11
了

吾

て

∬

ユ

至

12
一11
玉

2
了

5534

皿

1

1

1

3

x群

ユ

4
一ユ

至

多

17

之 二檬 レバ急性肺炎 ノ死亡例 ヨリ分離培養 シ得

タル各型菌株 ノ「マウス」二封 スル毒力ハ治癒例

ヨリ得 タルモ ノニ比 シテ概 シテ毒力張 キ菌株多

シo

Cotoni等(20)ノ 記 載 ら 稼 リ テ モ 急 性 肺 炎 ノ死

亡例 二於 ケ ル 肺 炎隻 球 菌 ノ菌 株 ハ 「マ ウ ス」二

封 ス ル 毒 力 強 キ モ ノ多 キ ガ 如 久 余 ノ得 タ

ル成 績 ヨ リ按 ズ ル モ亦 之 テ 首 肯 シ得 ト謂 フベ

シo

第二章 肺炎隻球菌二封 スル 「キニーネ」ノ消毒試験

Morgenroth等21)ハChemotherapieノ 見 地 ヨ

リAethylhydrocuprein即Optochinガ 肺 炎

蔓 球 菌 二封 シテ卓越 セル清 毒 力 テ有 スル コ トラ

實 験 的 二謹 明 セ リ。 此 業 績 ノ登 表 セ ラル ・ヤー

時 ハ 「オ プ トヒ ン」テ以 テ急 性 肺 炎 ノ特 放藥 ナ リ

トシテ汎 ク臨 躰 的 二慮 用 セ ラ レタル モ、 其 後 多

藪 ノ臨沐 醤 家 二依 ル廣 汎 ナル酬 木實 験 ヨ リ徴 シ

テ視 静経 或 ハi聴神経 二封 シテー 時 的 、 時 ニハ永

久 的 ノ障 碍 テ與 フル テ フ忌 ムベ キ副 作 用 アル テ

指摘 セ ラル ・二及 ピ爾來 内科 的 二慮 用 セ ラル ・

コ トハ比 較 的稀 トナ ル ニ至 レリ。

抑 々 「キ ニー ネ」 テ肺 炎 二用 ヒシバ既 二1870年

頃 二始 リJUrgensenハ 肺 炎 熱 二封 ス ル特数 藥

ナ リ ト賞 揚 セ リ。

之 テ非経 口的 二使 用 スル ニ至 リ シバAufrecht(22)

テ以 テ 噛 矢 トナ シ、 「ウ レタ ン」テ 溶 媒 トスル

10%盤 酸 「キ ニー ネ」溶 液 ノ皮 下 注 射 テ 推 奨 セ

リ。 之 二關 スル急 性 肺 炎 ノ治 療 的 敷 果 二就 テハ

Berger(23)ノ 詳 述 ス ル庭 ア リ。3S4Cahn-Bronner(29

ハ 「ア ンチ ピ リン」テ溶 媒 トスル25%盤 酸 「キ ニ

ー ネ」溶 液 テSolvochinト 構 シ
、 之 ノ筋 肉 内注

射 テ賞 用 セ リ

本 邦 二於 テ ハ 大 里教 授 等闘 及 小澤 教授 等(27)ガ石

坂 氏 ノ創 製 セ ル 「エ チー ル ・アボ ヒニ ン」即Chi-

neronラ 以 テ ノ肺 炎治 療 成 績 ラ報 告 セ ル ァ リ。

「ヒナ・アル カ ロ イ ド」ガ 急 性 肺 炎 二封 シ テ顯 著

ナ ル治 療 的 数 果 テ示 ス コ トニ就 テ ハ今 日異 論 無

キ ガ如 キ モ其 藥 治 的 作 用 二就 テハ肺 炎肺 二於 ケ

ル 血 中 「キ ニー ネ」ノ過 剰 蓄 積 、 或 ハ 「キ ニー ネ」

ト盟 細 胞 トノ協 同 作 用 二因 ル等 ノ設 二基 キ テ之

ラ論 明 セ ン トスル モ 未 ダ關 明 セ ラ レタ リ ト云 フ

テ得 ズ。

Morgenroth(21),Hishikawa(28圏,八 谷:29)、前 地30)、

Kleinschmidt(31),西 山(32)、岡 本(33)、松 田(34)、岡

本 等 ㈹諸 氏 ノ報 告 二稼 ル モ 肺 炎 隻 球 菌 二封 スル

「キ ニー ネ」製 剤 ノ試 験 管 内消 毒 試 験 二於 テハ其

殺 菌 力 ハ103-5×103ノ 間 テ 動 揺 スル ニ過 ギ ズ

シテ強 力 ナ ル清毒 能 力 ア リ ト認 ム ル能 ハ ザ ル ナ

リ。 然 レ ドモ是 等 ノ報 告 ハ軍 二肺 炎墜 球 菌 ノ少

激 菌 株 二就 テ實 験 セ ル モ ノ ー シテ、 各菌 型 ノ多

撒 菌 株 二就 テ施 行 セ シ實 験 報 告 ハ未 ダ之 テ観 ザ

ル ナ リ。 余 ハ市 販 ノニ 、 三 「キ ニ ー ネ」製 剤 ノ肺

炎 墜 球 菌 各 型 練 計50株 二封 ス ル 試 験 管 内 消毒

試 験 テ行 ヒ、 「キ ニ ー ネ」製 剤 ノ消 毒 力 ト菌 型 拉

二毒 力 トノ關係 テ検 セ リ。

第 一 節 實 瞼 方 法

肺 炎墜 球 菌 二封 スル清 毒 力 テ 検 定 セ シ「キ ニー

ネ」剤 ト シテハ盛 酸 「キ ニー ネ」(局方)、 「エ チー

ル ・アボ ヒニ ン」=Chineron及Optochinbasi-

cum(Zimmer,Frankfurta.M.)ノ3種 テ選

ピ タ ウ。

是 等 藥 剤 ノ粉 末 ハ 灘 留水 テ以 テ精 確 二各 々100

倍 二稀 繹 シ、コ ッホ ノ蒸 氣 釜 ニ テ30分 間加 熱 滅

菌 テ行 ヒ之 ラ基 本 液 トセ リ。
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實 験 二供 セ シ肺 炎愛 球 菌 ハ急 性 肺 炎 ノ患 者 喀 庚

ヨ リ分離 培 養 セ シ今 村 内科 業 室 ノ保 存 菌 株 ニ シ

テ 第1型20株 、 第 皿型15株 、 第 皿型8株 、x

群7株 縮 計50株 ナ リ。 而 シ テ 實 験 二供 スル ニ

當 リテハ 「マ ウ ス」二封 スルM.L.D.テ 測 定 シ、

「マ ウ ス」通 過 直 後 ノ 血 液 寒 天 斜 面24時 間 培 養

ノモ ノニ中 性 「ブ イ ヨ ン」約5c.qテ 加 八 テ 「エ ム

ル ジ オ ン」トナ シ輕 ク遠 心 沈 澱 テ 行 ヒ其 上 層 テ

探 リテ之 テ被検 菌 液 トセ リ。 實 験 方 法 トシテハ

前 記3種 ノ基本 藥 液 テ無 菌 的 操作 ノモ トニPH

7.0ノ 「プ ィ ヨ ン」 テ以 テー 列 ノ小 試 験 管 内 二於

テ1びb2×101、5×103、10,、2×10t、5×104、

105等 ノ各稀 繹 溶 液 テ調 製 シ全 量2.Oc.c.ト ナ ス。

然 ル後 滅 菌 「ピペ ット」テ以 テ被 検 菌 液 ノ1滴 宛

テ各 藥 剤 稀 繹 液 二加 へ充 分 混 和 セル後 血 温 こ2

時 間 静 置 シ、 之 テ艀 卵 器 ヨ リ取 リ出 シテ各 試 験

管 ヨ リー 白金 耳宛 テ 血 液 寒 天ZF盤 培 地 及10%

血 清 「ブ イヨ ン」(家兎 非 働 性 血 清 テ使 用 セ リ)一

培 養 シ 菌 登 育 ノ 状 態 ラ 検 セ リ。 即 、 血 液 寒 天

及 血 清 「ブ イヨ ン」二於 ケ ル培 養 所 見 二基 キ テ菌

登 育 陰 性 ノ最 低 稀 繹 度 ヲ以 テ被 検 菌 株 二封 スル

當 該 藥 剤 ノ清毒 力 ト看 倣 シタ リ。 爾 消毒 試 験 ハ

各 被 検 菌 株 二就 テ之 テ繰 リ返 ヘ シ テ施 行 シ2回

其 成 績 ノー 致 セ シモ ノテ記 載 セ リ。 而 シテ 「メ

ヂ ウ ム」ノ水 素 「イ オ ン」濃 度 ガ藥 剤 ノ消 毒 カ ー

影 響 テ及 ボ ス カ ニ就 テ 識 ラ ンガ タ メ ー「ブ イ ヨ

ン」ノPHテ6.O、6.5、7.0、7.5、8.0ト ナ シ、

藥 剤 ノ前 記 各稀 繹 度 二於 ケ ル清 毒 力 テ検 セ シニ

血 温 二於 テ2時 間 作 用 セ シメ タ ル場 合 二於 テハ

「メ ヂ ウム」ノPHノ 如 何 二關 セ ズ其 浦 毒 カ ニ大

差 無 キ コ トテ認 メ タ リ。

第 二 節 實 験 成 績

第 一項 第1型 肺 炎 愛 球 菌 ノ清 毒試 験

試 験 管 内消 毒 試 験 二依 リテ第i型 肺 炎愛 球 菌20

株 二封 ス ル 「キ ニー ネ」剤 ノ浦 毒 力 テ検 スごレニ其

成 績 第5表 二示 スガ如 シ。

之 二嫁 レバ肺 炎饗 球 菌 ノ「マ ウ ス」二封 スル毒 力

ノ彊 弱 如 何 二關 ラズ 「オ プ トヒ ン」ハ概 シテ共 作

用 張 カ ー シテ、 盤 酸 「キ 三一 ネ」及 「ヒ ネロ ン」ハ

.第5表 「キ ニー ネ」ノ第1型 肺炎隻

球菌 二樹 ス ル消毒 力一
薯釧 監?隆 獣i

10510210-s

27

31

5

42

9A

36

37

38

5B

6

10B

40

43

46

4

21

29

33

47

10-i

1G-一 一:

10-2

10-一 一1

,,

0.5

無 毒

2×104

104

104

5×104

5×103

5×104

10i

104

5×103

2×104

2×103

5×103

2×103

5×103

2×103

2×103

属 ×10・

To-3'

2×103

診 」彫 」ト
2×104104

5×103

2×103

5×1C3

104

5×103

2×104

2×1G3

2×103

104

5×103

5×103

5×103

2×103

104

5×103

104

2×103

2×103

103

5×-1-04

104

104

105

2×10i

104

2×104

104

105

2×103

104

2×104

5×103

2×104

5×10:

5×103

至 ×10・

5×103

104

「オ プ ト ヒ ン1二 比 シテ消 毒 力 弱 シ。 術 盤 酸 「キ

ニー ネ」及 「ヒネ ロ ン」ノ雨 者 ノ ミニ就 テ其 清 毒

力 テ比較 スル ニ11株 二封 シテハ 盤 酸 「キ ニー ネ」

張 力 二作 用 シ、3株 二封 シテハ 雨 者 等 シキ清毒

力 ヲ示 シ、6株 二封 シテ ハ 「ヒネ ロ ン」張 力 ナ リ。

且 肺 炎墜 球 菌 ノ「マ ウ ス」二封 ス ル毒 力 強 キ菌 株
ゐ

二封 シテハ弱 毒 ノモ ノニ比 シテ殺 菌 能 力 強 キ傾

向 ア リ。

第 二項 第 皿型 肺 炎 饗 球 菌 ノ消 毒試 験

第 皿型 肺 炎蔓 球 菌15株 二封 ス ル 消 毒力 テ示 セ

バ第6表 ノ如 シ。

第6表 「キニーネ」ノ第 皿型肺 炎些球菌

二封 ス ノレ清毒力

薯翻 職 鞭 戦 陪 う、に;」ト
6010410L2×105

101i70B

50

58.

τ

2×104

5×10・3

10艦 .

5×10:'『

2×10i

105

5×10墨

'104

10s

104

104
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68 ,, 104 5x104 1G5

71 ,, 104 105 5×104

51 10-1 5×103 104 104

52 ,, 104 5×103 105

56 ,, 2×104 5×104 5×103

74 ,, 5×103 104 5×104

49 0.5 2×103 5×103 104

54 ,, 5×103 104 104

53 1.0 2×103 104 5×103

57 ,, 103 2×103 104

之 二蘇 レバ 第 ∬型 菌 二封 シテハ 「オ プ ト ヒ ン」ハ

ー 般 二其 作用 張 力 ニ シテ 「ヒネ ロ ン」之 二亜 ギ
、

盟 酸 「キ ニー ネ」ハ 是 等 雨 者 二比 シテ其 消 毒 力 梢

劣 ル モ ノ ・如 シ。 即 盤 酸 「キ ニー ネ」及 「ヒネ ロ

ン」 ノ清 毒 力 テ比 較 スル ニ前 者 ノ強 力 ナ ル モ ノ

1株 、 相 等 シキ モ ノ1株 ニ シ テ後 者 ノ強 力 ナ ル

モ ノ13株 ナ リ。 且 「マ ウ ス」二封 シテ彊 毒 ナ ル

菌 株 ニハ其 清 毒 作 用 モ亦 強 キ傾 向 ア リ.

第 三 項 第 皿型 肺 炎隻 球 菌 ノ清 毒 試 験

第 皿型 菌8株 二封 スル 「キ ニー ネ」ノ消 毒 力 テ示

第7表 「キニーネ」ノ第 皿型肺 炎璽i

球菌 二i封スル清毒 カー
7810-35×103104

2×10「

2×103

103

2×103

セバ 第7表 二於 テ観 ル ガ如 シ。

帥、 第 皿型 菌 株 二封 シテハ3種 ノ藥 剤 共 二其 作

用 緩 慢 ナ ル ガ如 シ。 爾 藍 酸 「キ ニー ネ 」及 「ヒネ

ロ ン」ノ消 毒 力 テ 比較 スル ニ前 者 ノ強 力 ナ ル モ

ノ5株b相 等 シキ モ ノ2株 ニ シテ後 者 ノ強 力 ナ

ル モ ノ1株 ナ リ。

第 皿型 菌株 ノ「マ ウ ス」二封 スル毒 力 ト 「キ ニー

ネ」ノ消 毒 力 トノ關 係 二就 テ ハ 菌 株 砂 キガ タ メ

ニ之 ラ識 ル コ ト困 難 ナ リ。

第 四 項x群 各 型 肺 炎隻 球 菌 ノ消 毒試 験

x群 各 型7株 二封 ス ル 「キ ニー ネ」ノ消 毒 力 テ示

セ バ第8表 ノ如 シ。

第8表 「キニーネ」ノx群 各型肺

炎讐 球菌 二封スル消毒力

80

81

253

79

82

181

194

1・O-2

,,

2×103

5×10;

5×103

103

5×103

2'×103

2×103

2×103

2×103

103

2×103

2×103

104

5×103

5×103

104

5×103

5×103

1

菌株番號
及 菌 型

M.LD.
(m&)

盤酸 「キ
、

二 ∩ 不 」

「ヒ ネ

ロ=/」

「オ プ ト

ヒ ソ 」

108V 10-2 5×103 5×103 104

871V 0.5 5×103 2×103 5×103

98VI ,, 2x103 2×103 5x103

851V 1.0 5×103 2×103 104

881V ,, 104 5×103

一一

5×104

83VI 無 毒 5×103 2×103 2×104

84X皿 ,, 2×103 2×103 5x103

之 二蘇 レバx群 各 型 菌 二封 スル 「キ ニ ー ネ」ノ滑

毒 力 ハ菌 株 ノ「マ ウス」二封 スル毒 力 ノ如何 二關

ラズ 第1型 及 第 皿型 菌 二封 ス ル作 用 二比 シテ三

者 共 二弱 シ。 尚 盤酸 「キ ニー ネ」ト「ヒネ ロ ン」ト

ノ清毒 力 テ比 較 ス ル ニ 前 者 ノ 強 力 ナ ル モ ノ4

株 、 相 等 シキ モ ノ3株 ニ シテ後 者 ノ張 力 ナ ル モ

ノ無 シ。

第三章 総括拉二摘要

急性肺炎患者164例 ノ嚢病早期 ノ喀疾=就 テ直

接培養拉 二「マウス」通過 二依 リテ分離培養 セシ

菌種 テ類別蓋レバ肺炎蔓球菌150例(91.4%)、

肺炎隻球菌及 プ.イ フェル氏菌 ノ混合 セルモ ノ3

例、 プァ4フェル氏菌5例 、葡萄歌球菌3例 、溶

血性連鎮状球菌3例 ナウ。

急性肺炎患者 ノ線死[≒藪ハ164例 中48例 ニシ
げ サ 　 　

テ28・2%ラ 算 シ、菌種 別 ヨ リ之 テ観 レバ隻 球 菌

性 肺 炎 ハ150例 中41例(23.7%)、 肺 炎竪 球 菌 ト

プ。イ フェル氏 菌 トノ 混 合 セ ル モ ノハ3例 中2

例 、 プァイ フェル氏 菌 二因 ル モ ノハ5例 中3例 、

葡 翻 犬球 菌 二因 ル モ ノハ3例 中零 、溶 血 性 連鎖

脚 求菌 三因 ル モ ノハ3例 中2例 ノ死 亡撒 テ算 セ

リ。
グ

墜球菌性肺炎二於 ケル肺炎愛球菌150株!型 別

ラ行 フ ニ第1型73株(48.9%)、 第ll型45株
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(30.0%)、 第m型8株(5.3%)ニ シテ是 等 本 型

菌 ハ150株 中126株 即84.0%テ 算 シ、x群 ハ

24株 即16.0%ナ リ。 而 シ テx群 ノ各型 二就 テ

ハ 第IV型 最 モ 多 シ。

爾 墜 球 菌 性 肺 炎 二於 ケ ル各 菌 型 ト患 者 死 亡 率 ト

ノ關 係 テ 観 ル=、 第1型 二因 ル モ ノハ73例 中

18例(24.7%)、 第 皿型 二因 ル モ ノ・・45例 中11

例124・4%)、 第 皿型 二因 ル モ ノ ハ8例 中5例

(62.5%)ニ シ テx群 二因 ル モ ノハ21例 中7例

(29.1%)ナ リ。

墜 球 菌 性 肺 炎 二於 ケ ル肺 炎讐 球 菌 ノ「マ ウ ス」一

封 スル 毒 力 テ検 スル ニ本 型 菌 二於 テ ハ強 毒 ノモ

ノ多 久x群 二属 スル各 型 菌 株 ハ概 シテ弱 毒 ノ

モ ノ多 シ。

肺 炎愛 球 菌 ノ「マ ウ ス 」二封 スル毒 力 ト肺 炎 患 者

ノ死 亡例 ト ノ關 係 二就 テ ハ死 亡例 二於 ケ ル菌 株

ハ治 癒 例 ヨ リ分 離 培 養 セ シ菌 株 二比 シテ毒 力 張

キ モ ノ多 シ。

墜 球 菌 性 肺 炎 ヨ リ分 離 培 養 セ シ 肺 炎饗 球 菌 第1

型20株 、 第II型15株 、 第m型8株 、x群 各 型

7株 線 計50株 二就 テ盤 酸 「キ ニー ネ」、 「エ チー

ル ・アボ ヒニ ン」(ヒネ ロ ン)及 「エ チー ル ・ヒ ドロ

ク プ レイ ン」(オ プ ト ヒ ン)ノ 是 等 各 型 菌 株 二封

スル試 験 管 内清 毒試 験 テ施 行 セ シ ニ菌 型 及 菌 株

ニ ヨ リテ是 等藥 剤 ノ清 毒 数 果 二差 異 ア リ
。 即、

第1型 菌 二封 シ テハ 菌 株 ノ「マ ウ ス」二封 スル 毒

力 ノ強 弱 如 何 二關 ラズ 「オ プ トヒ ン」ノ消 毒作 用

ハ強 カ ー シテ 盤 酸 「キ ニー ネ」及 「ヒ ネ ロ ン」ハ

「オ プ ト ヒ ン」 二比 シ テ 其 消 毒 力劣 ル モ ノ ・如

シ。 尚 監 酸 「キ ニー ネ」及 「ヒネ ロ ン」ハ 「マ ウス」

二封 スル 毒力 張 キ菌 株 二封 シテハ 其 清 毒 力 テ彊

度 二示 ス モ ノ ・如 ク、 且 此 雨 者 ノ消 毒 力 ラ比 較

スル ニ前 者 ノ強 力 二作 用 スル モ ノ11株 、相 等 シ

キ モ ノ3株 ニ シ テ後 者 ノ張 力 ナ ル モ ノ6株 ナ

リ。

第ll型 菌 二封 シテ ハ 「オ プ トヒ ン」ノ清 毒 作 用 張

力 ニ シ テ 「ヒネ ロ ン」之 二亜 ギ、 盤 酸 「キ ニー ネ」

ハ是 等 雨 者 二比 シテ劣 ル モ ノ ・如 シ。尚 盤 酸 「キ

ニ ー ネ」及 「ヒネ ロ ン」ハ 「マ ウ ス」二封 スル毒 力

張 キ菌 株 二封 シテ ハ其 消 毒 力 テ強 度 二示 ス傾 向

ア リ。 且 此 雨 者 ノ滑 毒 力 テ比 較 スル ニ前 者 ノ強

力 ナ ル モ ノ1株 、 相 等 シキ モ ノ1株 ニ シ テ後 者

ノ強 力 ナ ル モ ノ13株 ナ リ。

第 皿型 及x群 各 型 二 封 シテ ハ 是 等3種 ノ「キ ー

一 ネ」剤 ハ 第1型 及 第 皿型 菌 二封 ス ル 其 清 毒作

用 二比 較 シテ劣 ル モ ノ ・如 シ。

以 上 二於 テ叙 述 セ シ事 項 テ摘 要 ス レ バ 次 ノ如

シ^

摘 要

1・ 急 性 肺 炎164例 ノ患 者 喀 疾 ヨ リ分 離培 養 セ

シ圭 要 細 菌 ハ肺 炎墜 球 菌 ニ シテ150株epgl.4%

テ算 シ最 モ高 傘 二之 ラ検 出 セ リ。

2.肺 炎饗i球菌150株 二就 テ 型 別 テ行 フ ニ第1

型73株(48.9%)、 第 皿型45株(30.0%)、 第 皿

型8株(5.3%)、x群24株(16.0%)ナ リ.

3.墜 球 菌 性 肺 炎 ノ死 亡卒 ハ27.3%ニ シテ各

菌 型 別 ヨ リ之 テ 観 ル ニ第1型24.7%、 第ll型

24.4%、 第 皿型62.5%ニ シ テx群 二因 ル モ ノ

ハ29.1%ナ リ。

4・ 嬰 球 菌 性 肺 炎 二於 ケ ル 肺 炎墜 球 菌 ノ「マ ウ

ス」二封 ス ル毒 力 ハ 本 型 菌 ニ ア リテハ 強 毒 ノモ

ノ多 数 ニ シ テ、X群 ニ ア リテ ハ概 シテ弱 毒 ナ リ。

5・ 肺 炎患 者 ノ死 亡 例 二於 ケ ル 肺 炎墜 球 菌 ハ

「マ ウ ス」二封 シテ毒 力強 キ モ ノ多 シ
。

6.肺 炎墜 球 菌 ノ各 型50株 二就 テ 「キ ニー ネ」

剤 ノ之 二封 スル試 験 管 内消 毒 試 験 テ施 行 ス ル ニ

菌 型 及菌 株 ニ ヨ リテ其 沿 毒 力 二差 異 ア リ。

7.「 オ プ トヒ ン」ハ第1型 及 第 皿型 二封 シ、 盟

酸 「キ ニー ネ」ハ第1型 二封 シ、 「ヒネ ロ ン」ハ第

ll型 二封 シテ其 清毒 作 用顯 著 ナ リ.而 シテ是等

ノ藥 剤 ハ第 皿型 及x群 各 型 二封 シテ ハ其 清毒 作

用 ハ緩 慢 ナ リ。

8.「 キ ニー ネ」剤 ハ第1型 及 第 皿型 ノ「マ ウス」

二封 ス ル毒 力 強 キ菌 株 二封 シテ其 清 毒 力 顯 著 ナ

ル傾 向 ア リ,

稿 テ終 ル ニ臨 ミ終 始 懇 篤 ナ ル御 指 導及 御鞭 捷 テ

辱 フ シ且 御 校 閲 ノ努 テ賜 ハ リタル今 村 教 授 二封

シテ深 甚 ナ ル謝 意 テ表 ス.

唖
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